
お
知
ら
せ

け
や
き
ウ
ォ
ー
ク
で
住
宅
相
談

　

住
宅
に
関
す
る
無
料
の
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰
、
午

後
１
時
〜
６
時

会
場
＝
け
や
き
ウ
ォ
ー
ク
前
橋
内
け

や
き
ホ
ー
ル
（
文
京
町
二
丁
目
）

□
耐
震
診
断
・
改
修
相
談
会

　

自
宅
の
耐
震
性
に
不
安
を
感
じ
て

い
る
人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ

た
木
造
住
宅
に
住
ん
で
い
る
人

申
確
認
通
知
書
や
図
面
な
ど
を
用
意

し
て
当
日
会
場
へ
直
接

問
建
築
指
導
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
６
７
５
２

□
無
料
出
張
住
宅
相
談
会

　

住
宅
に
関
す
る
法
律
・
建
築
・
税

金
・
登
記
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
な
ど

の
専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

申
11
月
21
日
㈮
ま
で
に
県
住
宅
供
給

公
社
ぐ
ん
ま
住
ま
い
の
相
談
セ
ン
タ

ー
☎
０
２
７
―
２
１
０
―
６
６
３
４
へ

廃
タ
イ
ヤ
な
ど
清
掃
工
場
で
回
収

　

家
庭
で
使
用
し
て
い
た
廃
タ
イ
ヤ

を
有
料
で
、
チ
ェ
ー
ン
を
無
料
で
回

収
し
ま
す
。
バ
ッ
テ
リ
ー
は
１
個
30

円
で
買
い
取
り
ま
す
。

日
時
＝
11
月
９
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

会
場
＝
六
供
・
荻
窪
清
掃
工
場

費
用
＝
〈
軽
・
普
通
自
動
車
用
タ
イ

ヤ
〉
１
本
１
５
０
円
〈
大
型
自
動
車

用
タ
イ
ヤ
〉
１
本
８
０
０
円
〈
バ
イ

ク
・
自
転
車
用
タ
イ
ヤ
〉
１
本
１
０

０
円
〈
農
耕
用
タ
イ
ヤ
〉
１
本
４
０

０
円

問
ご
み
減
量
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
６
２
７
３

大
胡
体
育
館
が
休
館

　

11
月
10
日
㈪
、
大
胡
体
育
館
は
定
期

清
掃
な
ど
を
行
う
た
め
休
館
し
ま
す
。

問
東
部
施
設
管
理
事
務
所
☎
０
２
７

―
２
８
３
―
８
７
３
５

体
育
施
設
の
利
用
調
整
会
議

　

来
年
度
の
体
育
施
設
の
利
用
調
整

会
議
を
開
催
し
ま
す
。
利
用
希
望
団

体
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
12
月
13
日
㈯
午
前
10
時

会
場
＝
市
民
体
育
館

対
象
＝
来
年
度
に
次
の
施
設
で
大
会

の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
団
体

対
象
施
設
＝
王
山
運
動
場
、
三
俣
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
北
部
運
動
場
、
清
里

方
面
運
動
場
、
富
士
見
総
合
グ
ラ
ン

ド
、
下
増
田
運
動
場
、
前
橋
工
科
大

運
動
場

□
児
童
虐
待
相
談
先

　

前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
内
こ
ど
も
課

☎
０
２
７
―
２
２
０
―
５
７
０
２
、

県
中
央
児
童
相
談
所
☎
０
２
７
―
２

６
１
―
１
０
０
０
、
こ
ど
も
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
24
（
毎
日
24
時
間
受
け
付
け
）

☎
０
１
２
０
―
７
８
３
―
８
８
４（
携

帯
電
話
か
ら
は
☎
０
２
７
―
２
６
３

―
１
１
０
０
）

問
こ
ど
も
課
☎
０
２
７
―
２
２
０
―

５
７
０
２

学
校
給
食
の
食
材
受
け
付
け
ま
す

　

学
校
給
食
用
食
材
の
供
給
や
取
り

扱
い
を
希
望
す
る
人
は
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
食
材
ご
と
に
条
件
が
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
市
内
か
隣
接
す
る
市
町
村
に

事
業
所
が
あ
り
、
条
件
に
適
合
す
る

事
業
者

対
象
食
材
＝
食
肉
、
鶏
卵
、
豆
腐
、

加
工
食
品
（
冷
凍
食
品
・
調
味
料
を

含
む
）、
青
果
物
、
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど

資
格
の
有
効
期
間
＝
来
年
４
月
１
日

㈬
〜
平
成
28
年
３
月
31
日
㈭

申
込
書
の
配
布
＝
市
役
所
教
育
委
員

会
事
務
局
総
務
課
で

申
11
月
10
日
㈪
〜
12
月
10
日
㈬
に
申

込
書
に
記
入
し
、
同
課
（
☎
０
２
７

―
８
９
８
―
６
９
９
３
）
へ
直
接

都
市
計
画
の
関
係
図
書
を
縦
覧

　

次
の
都
市
計
画
が
決
定
し
ま
し
た

の
で
、
関
係
図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
場
所
＝
県
庁
都
市
計
画
課
、
市

役
所
都
市
計
画
課

●
用
途
地
域
（
昭
和
町
三
丁
目
地
区
）

位
置
＝
昭
和
町
三
丁
目
・
下
小
出
町

一
丁
目
の
各
一
部

面
積
＝
約
16
・
１
㌶

●
地
区
計
画
（
昭
和
町
三
丁
目
地
区
）

位
置
＝
昭
和
町
三
丁
目
・
下
小
出
町

一
丁
目
の
各
一
部

面
積
＝
約
17
・
４
㌶

●
地
区
計
画
（
前
橋
問
屋
団
地
）

位
置
＝
問
屋
町
一
丁
目
・
二
丁
目
の

各
一
部

面
積
＝
約
13
・
８
㌶

問
市
都
市
計
画
課
☎
０
２
７
―
８
９

８
―
６
９
４
３

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
な
ど
）
②
性
的

虐
待
（
性
的
行
為
の
強
要
、
ポ
ル
ノ

グ
ラ
フ
ィ
ー
の
被
写
体
に
す
る
な
ど
）

③
ネ
グ
レ
ク
ト
〈
養
育
放
棄
〉（
食
事

を
与
え
な
い
、ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、

自
動
車
の
中
に
長
時
間
放
置
す
る
な

ど
）
④
心
理
的
虐
待
（
言
葉
に
よ
る

脅
し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
の
差

別
的
扱
い
な
ど
）。

□
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
５
カ
条

　

①
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず

連
絡
②
し
つ
け
の
つ
も
り
は
言
い
訳
。

子
ど
も
の
立
場
で
判
断
③
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
、
で
き
る
こ
と
か
ら
即
実

行
④
親
の
立
場
よ
り
、
子
ど
も
の
命

を
守
る
こ
と
が
最
優
先
⑤
虐
待
は
あ

な
た
の
周
り
で
も
起
こ
り
得
る
。

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
。

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
、
重
大
な
人
権
侵

害
で
す
。
子
ど
も
を
た
た
く
音
や
叫

び
声
が
聞
こ
え
る
な
ど
、周
り
に
「
虐

待
を
受
け
て
い
る
の
で
は
」
と
思
わ

れ
る
子
ど
も
が
い
た
ら
、
迷
わ
ず
次

の
相
談
先
や
地
域
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
な
ど
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
を
守
る
こ
と
が
最
優
先
で
す

の
で
、
責
任
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
連
絡
し
た
人
が
特
定
さ
れ
な
い

よ
う
に
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

□
児
童
虐
待
と
は

　

①
身
体
的
虐
待
（
殴
る
、
蹴
る
、

コラム
ようこそ市長室へ
スマートフォンまたは

タブレット端末でご覧ください

長市

　先日、ＮＨＫ大河ドラマ「花燃ゆ」にて初代
群馬県令・楫

か

取
とり

素
もと

彦
ひこ

を演じる俳優・大沢たかお
さんが本市を訪問された際に臨江閣をご案内し
ました。大沢さんは「楫取素彦がここで何を感じ、
何を成したか」を考え、「『よくぞやってくれた』
と言われるように演じたい」と話されました。　
　秋が深まりゆく中、「ドラマ館に訪れるお客様
をどうおもてなしするか？」「宿泊は？」「ガイド
さんは？」「お土産は？」と悩みは尽きません。
このドラマが、前橋市の歴史を見直し、観光都
市へと成長するきっかけとならなければもった
いないと思います。蚕糸記念館、朔太郎生家、
広瀬川、赤城山、古墳や戦国時代からの領主の
歴史、絹産業遺産、おいしい前橋の食など…お
もてなしの素材はたくさんあります。　　　　　
　この度、約100人の「前橋学市民学芸員」が５
カ月間の講習を経て誕生しました。それ以上に、
一人一人の市民皆さんが市民ガイドの役を演じ
ておもてなしくださるよう、お力
をお貸しください。　　　　　　

申
込
書
の
配
布
＝
市
民
体
育
館
で
。

同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

15.w
ind.ne.jp/̃m

-shim
intaik/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

申
11
月
19
日
㈬
〜
12
月
３
日
㈬
に
申

込
書
に
記
入
し
、
同
館
（
☎
０
２
７

―
２
６
５
―
０
９
０
０
）
へ
直
接

女
性
へ
の
暴
力
を
な
く
す
運
動

　

11
月
12
日
㈬
か
ら
25
日
㈫
ま
で
、

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
を
実
施
。
配
偶
者
な
ど
か
ら
の

女
性
に
対
す
る
暴
力
、
性
犯
罪
、
売

買
春
、
人
身
取
引
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
は
、
犯
罪
行
為

を
も
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

女
性
の
人
権
を
尊
重
す
る
た
め
の
意

識
啓
発
や
、
暴
力
は
決
し
て
許
さ
れ

な
い
も
の
で
あ
る
と
の
社
会
認
識
の

向
上
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

問
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

７
―
８
９
８
―
６
５
１
７

老
後
や
万
が
一
に
備
え
納
付
を

　

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」で
す
。

年
金
は
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
。

働
く
世
代
が
負
担
す
る
保
険
料
が
高

齢
者
の
収
入
（
年
金
給
付
）
に
な
り

ま
す
。
年
金
の
給
付
費
用
の
一
部
は

国
の
負
担
で
賄
わ
れ
る
た
め
、
納
め

た
保
険
料
を
上
回
る
年
金
給
付
が
生

涯
に
わ
た
り
保
障
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

病
気
や
け
が
で
働
け
な
く
な
っ
た
と

き
や
、
一
家
の
支
え
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
あ
な
た
や
あ
な
た
の

家
族
を
支
え
ま
す
。

□
保
険
料
は
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
の
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ

ト
を
受
け
る
た
め
に
は
保
険
料
を
納

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
金
融
機
関

や
コ
ン
ビ
ニ
で
直
接
納
め
る
ほ
か
、

口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
な
ど

か
ら
も
納
付
で
き
ま
す
。
ま
た
、
経

済
的
に
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
と
き

は
免
除
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

□
保
険
料
は
控
除
の
対
象
に

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
と
住

民
税
の
申
告
で
、
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
手
続
き
の
際
に
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
11
月
上
旬
ま
で
に
送

付
さ
れ
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
か
、
こ

と
し
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
た

国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
証
書
の
添

付
が
必
要
で
す
。
申
告
ま
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６

２
５
４

証明サービスコーナー
メンテナンスで休業
　11月22日㈯から24日㈪ま
で、機器メンテナンスなど
のため、前橋プラザ元気21
内証明サービスコーナーは
休業します。
問同コーナー☎027-210-2279

前橋プラザ元気21

くらしの情報
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